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放課後児童クラブの活動に、どんなキケンがひそんでる？ 
アクティビティ① 危険を予測し、対話するための KYT（共通編） 

► はじめに KYT 活動とは 

KYT とは、「危険・予知・トレーニング」の略称です。放課後児童クラブでの生活場面に、「どんな危険が潜んでい

るか」をこどもと放課後児童支援員等が対話の中で見つけ出し、危険予知能力を育みます。 

本書でいう「ファシリテーション」とは、KYT 活動を円滑に進めるための技法（手法）を指します。参加者の発言

を促し、多様な意見を整理しながら話し合いを深め、最終的に合意形成をサポートする行動全般を意味します。 

このファシリテーション・ガイドは KYT 活動を行うための参考資料です。この資料の通りに進めることが正解で

はなく、各放課後児童クラブのこどもたちや施設の実態を鑑みて、こどもたちが楽しく取り組める方法を見つける

ための手引書としてご活用ください。 

 

► 活動の中で大切にすること 

 こどもの目線で「危険だ」と感じたもの（「キケン」）を尊重して、進めてください。 

 危険に対する認識の正解・不正解を問う活動ではありません。 

 KYT シートに記載の「啓発したい危険」はあくまで一例です。こどもが指摘したキケンが想定と異なって

いたとしても、こどもの視点を大事に進めていきましょう。 

 大切なのは、こどもがキケンを安心して発信できることです。「よく見つけたね」とまず受け止め、承認し、

みんなでキケンを共有しましょう。周りのこどもや放課後児童支援員等の意見を聞くことで、自分にはな

かった視点に気づき、危険を予測する力を高めていくでしょう。 

 放課後児童支援員等も、こどもと一緒にキケンを探す、一人の参加者として活動に参加してください。自

分が危ないと思うことはもちろん発信して構いません。それと同時に、こどもの目線でのキケンを受け止

める姿勢も大切です。活動を通して、放課後児童支援員等の固定観念を柔らかくすることも、大切にする

ことの一つです。 

 この KYT シートは、通常より多くの危険個所を意図的に散りばめています。イラストの中に「見て・探し

て・気づく」ポイントを多く盛り込むことで、こども同士、また放課後児童支援員等との間で、見つけ方や

解釈の違いを楽しみながら話し合えることをねらいとしています。そのため、必ず、全ての危険を一度に

扱う必要はありません。情報量が多いと感じる場合には、シートを部分的に区切って使うなど、柔軟に活

用していただき、こどもと一緒に楽しみながらキケンを見つけてください。 

 

このキットが意図する活動における「キケン」「危険」とは 

このキットが目指す KYT は、必ずしも「正しい答え」を出すことだけをゴールにはしていません。そのため、本ガ

イドではあえて言葉を使い分けています。 
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 「キケン」とは、こどもや放課後児童支援員等が、「危ない」と感じるものやことを指します。つまり、こども

たちが直感的に感じる危なさや、対話の中で見つかる気づきを大切にしています。 

 「大きなキケン」は、より多くの人が同じように「キケン」と指摘したものやこと（「キケン」の重なり）を意味

します。 

 「危険」とは、教育・保育施設等における事故報告の集計結果などに基づき、重大事故やけがにつながるリ

スクがあるものやことを指します。つまりこれは、事故防止のために把握している実質的なリスクといえ

ます。 

 

放課後児童クラブでの KYT は、教育ではなく、遊びや生活を通じた

「健全育成」の一環です。そのため、必ずしも統計的に正しい「危険」を当

てることだけを目的としていません。 

大切なのは、こどもが察知した「キケン」（＝様々な感じ方や意見）を否

定せずに受け止め、対話を深めることです。そのプロセスを経て、自分た

ちで安全を考える力を養い、日々の生活の中で少しずつ危険回避能力を

高めていくことを目指しています。  
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► 事前の準備 

〈準備物〉 

① KYT シートに目印を付けられるもの（ペン・磁石・付箋等） 

② 活動ツールキット A KYT シート（参加しているこどもが見えるように、大きく印刷する） 

 

〈確認事項〉 

活動時間 15～20 分程度 

活動のタイミング  学期始めのオリエンテーション、長期休暇中、帰りの会の時間など 

以下のようなタイミングで、類似の取組をしている放課後児童クラブもあります。 

 毎日、おやつの時間に安全や危険な行為について話をしている 

 避難訓練の一環として、放課後児童クラブ内のキケン探しを行っている 

 年度はじめにこどもと遊びのルールを決める際、危険事項を確認している 

 新しい遊具の導入時や外遊びの前に、危険箇所を説明している 

 日常的にこども会議を行い、会議の中でイラストを見ながら安全に過ごす方法

を考えてもらっている 

KYT シートの選定 KYT シートの活動を選定する際には、放課後児童クラブの施設や活動の中で類似す

る場面があるシート、これから控えてる活動に関連したシート等、目的に合わせて選定

しましょう。 

グループ分け 

（※大人数で実施

する場合） 

 

KYT活動の参加人数が多い場合には、3～６名程度の小グループに分けて、第２、第3

ラウンド（後述）を実施することも効果的です。その時は、グループごとに、KYT シート

を配ると活動が行いやすくなります。なお、グループの作り方について、学年ごとにグ

ループを分けて作ると、全体共有時に、年齢によるキケンの違いがわかりやすいと考

えます。 

※放課後児童支援員等の参加について 

 放課後児童支援員等は「おとな」グループとして参加しても、各グループに参加し

てもよいです。 

 低学年の参加者が多い場合は、こどもたちの理解を補うために、数名が補助役と

して入ると、活動が円滑に進む場合があります。 

※在籍児童数が多い放課後児童クラブの場合 

 在籍児童数が多い放課後児童クラブでは、１回につき２０人程度を目安に、複数

回に分けて同じ内容を実施する方法もあります。その際、学年ごとに分けて実施

し、全学年が実施した後に全体で共有する時間を設けることで、学年による「キケ

ン」の違いについて理解を深めることができます。 

 個別で行う場合、グループで行う場合のいずれにおいても、活動の進め方は、後

述の４つのステップで共通です。 
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〈意識すること〉 

① KYT 活動実施後は、こどもと目標について定期的に振り返りを実施し、こどもたちに定着させることが好

ましいです。 

② 高学年のこどもは低学年のこどもと比べ発言が少ないかもしれませんが、リーダーの役割を付与して、グ

ループ内で対話を促す役割を担ってもらう等も一つの方法です。こどもの気持ちにあわせて進めましょ

う。 

 

► 実施方法（概要） 

KYT活動は第１ラウンド～第４ラウンドまでの４つのステップで実施します。第１ラウンドでは、提示されたKYT

シートの場面について参加者全員で想像します。第2ラウンドでは、キケンな箇所を見つけ、全体で共有します。第

3ラウンドでは、見つけたキケンに関して、事故を防ぐための対応策を検討します。最後に第4ラウンドでは、対応

策を実行できるよう、放課後児童クラブとしての目標を立てます。 

 

 

STEP1  活動を始める準備をします。活動目的等を全体に共有します。 

STEP2 ファシリテーターが、KYT シートをこどもたちに提示します。 

 

 

STEP３ こどもたちに、危ないと思うことを見つけるよう促します。 

 こどもたちは、見つけたキケンと、その理由を話し合います。 

 

 

STEP４ キケンから自分を守るためにはどうしたらいいか考えるよう促します。 

 こどもたちは、どうすれば大きな事故を防げるか、具体的な対策を考えます。 

 

 

STEP５ 大きな事故を防ぐために、こどもたちと守ること（ルール）を決めます。 

 「私たちは○○します」というような、放課後児童クラブで守る行動目標を立て、全員で確認

します。 

  

（第２ラウンド）キケンな箇所を話し合ってみよう（キケンの発見・共有） 

 

（第３ラウンド）大きな事故を防ぐにはどうすればよいか、考えてみよう（対応策の検討） 

 

（第４ラウンド）大きな事故を防ぐために、目標を立てよう（放課後児童クラブでの目標を立てる） 

 

（第１ラウンド）放課後児童クラブの活動場面を想像してみよう（導入） 
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► 実施方法（詳細） 

 

 

 

 

STEP1 ファシリテーターが、全体に向かって活動内容を説明します。 

活動目的・目安の活動時間・グランドルールを最初に全体で共有します。 

 

グランドルールの設定について 

グランドルールとは、KYT 活動に安心して参加するための、全

員が守るべきルールです。 

こどもが安心して参加しやすくなります。こどもたちに合わせて

設定しましょう。 

（こどもたちと一緒に決めるのも一つの方法です。） 

例）  ・他の人が言ったことを否定しない。 

・思いついたら発言しよう。 

・イラストと同じように危ないことをした人を知って 

いても、ここでは責めない。 など 

 

 

 ２回目以降は、『同じ場面でも、新たなキケンを見つけたり、前より危険を避けられるようになったりして

るかな？』と、繰り返し活動をする目的や意義を伝えるとよいです。 

 

STEP2 ファシリテーターが、イラスト（活動ツールキットＡ KYT シート）を見せます。 

こどもたちの反応を見ながら、絵の状況を尋ねたり、設定を話したりして、こどもたちの想

像を広げます。 

例） 『これは何の絵かな？どんな遊びをしている場面だろう？』 

 『今から、「キケン」を発見するゲームをはじめます。「キケン」は、みんなが「危ない」と思うことや 

物のことです。よりたくさんの人が「危ない」と思ったものは、「大きなキケン」です。』 

『今から見せるシートには、「危ない！」と思う、「キケン」がたくさん隠れています。 

そんな「キケン」をみんなで見つけるゲームです。』 

『これは、みんなが放課後児童クラブで、大きな事故なく、安全に過ごす力をつけるゲームだよ。』 

『今から 15 分くらい、やってみよう。』 

（第１ラウンド）放課後児童クラブの活動場面を想像してみよう｜４分 

 KYT 活動の説明（目的・活動時間と内容の見通しを持たせる） 
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場面設定は、各放課後児童クラブで事故が起こりやすい時期や時間帯等で行うことや、場面を想像

しやすいように、身近な例を併せて伝えるとより効果的です。 

例）イベントの前後（放課後児童クラブの行事の前、遠足の後、等）、 

季節（4 月、夏休み）等 

 

 

活動に消極的なこどもに対しては、こどもの体調・心理面で普段と違う様子がないか確認し、やりた

くないと思う理由を聞いてみます。 

 

  

例） 『このイラスト、季節はいつ頃かな』 

 『これは、〇月、〇時くらい、どこどこの場面です。』 

『この場面は、この放課後児童クラブの○〇とよく似ているね。』 

例） 

（初めての活動で不安がある場合） 

『キケンを発見するゲームって何だろうね、はじめは一緒に見てみる？』と活動をそばで見ることを促して

みます。こどもが活動に入ろうとした際には、こどもが入るグループに放課後児童支援員等を配置して、グ

ループの進行を補助します。 

（他にやりたい遊びがある場合） 

他の遊びをやりたいという気持ちを受け止めつつ、『私は○○さんと一緒にこのゲームやりたいな』と放課

後児童支援員等が活動に誘ってみます。 

（集団での活動が苦手なこどもの場合） 

同じシートを用いて、放課後児童支援員等が個別での活動をサポートします。 
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STEP3 ファシリテーターからこどもたちに危ないと思うことを見つけるように促します。 

 

イラストの中で、「危ない」と思う場所やことを、考えてもらいます。（1 分） 

 

イラストの中で、「危ない」と思う場所やことを見つけた人から、KYT シートに印をつけてもらいます。（３分） 

 参加人数が多い場合には、キケンを見つける活動を、グループに分かれて取

り組む方法もあります。 

まず、グループごとに 1 枚の KYT シートを配り、見つけたキケンに印をつけ

てもらいます。その後、全体共有の時間を設け、グループごとに発見したキ

ケンを発表し、全体に掲示しているシートにも印をつけてもらいます。 

 発言が難しいこどもについては、付箋に意見を書いて貼る方法もあります。 

 

こどもたちから発言がない場合は、まずシートの場面を想像できるような声かけをします。 

身近な例も併せて伝えると、より想像しやすいでしょう。キケンな場面を発見する楽しさを、 

こどもたちに感じてもらいます。 

  

例） 『普段、どんな風に遊んでるかな？』 

『この絵の中にはどんな遊びがあるかな？』 

『「危ない」と思う遊びや場所を探そう。見つけても、まだ、周りの人には言わないで。』 

例） 『見つけたところに〇をつけてみよう。３分以内で、できるだけ多く見つけます。』 

『見つけたら、〇をつけたところの、どんなところが危ないかも話してみよう。』 

例） 『シートに何が描いてある？』 

 『この放課後児童クラブと似ているところはあるかな？』 

 『どんな遊びをしている？』 

 『どんな子がいる？』  

（第２ラウンド）キケンな箇所を話し合ってみよう｜４分 

 

 

 

イラストを見ながら、こどもにキケンを考えてもらい、〇をつけてもらう 

〇をつけたキケンでどのような事故が起こりうるか、書き出したり話し合ったりする 
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「キケンな場面」が見つからないときには、こどもが視点を広げられるような声かけをします。 

「場面の前後」を考えられるような声かけも有効です。 

 

「キケンな理由」を尋ねるときには、「環境」と「人」の要因が掛け合わさることで、 

危険な場面となることへの理解が深められるような発問が望ましいです。 

 

  

例） 『悲しい思いをしている子はいるかな？』 

 『安全に遊べている子はいるかな？』 

 『このあと、怪我をしそうなのは誰かな？』 

 『このあと、何が起こりそう？』 

例） 『床が濡れていて危ない』 

➾『床が濡れているときに、どんなことをしたら、危ない？』 

『床が濡れているときに、○○をしたら、なんで危ない？』 
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STEP4 ファシリテーターから、みんなで見つけたキケンから自分を守るためにはどうしたらいいか

考えるように促します。 

 多くの人が見つけた箇所や、多くのこどもが盛り上がったり、共感を示したりした場面

を、「大きなキケン」として、◎をつけます。 

 各 KYT シートに記載の「啓発したい危険」がこどもから挙がらなかった場合には、ファシ

リテーターが気づいた「キケン」として紹介し、「大きなキケン」の候補に含めます。 

 

「大きなキケン」の決め方・数は、放課後児童クラブにより異なってよいですが、 

啓発したい危険も含めて、「大きなキケン」を認識できるようにします。 

 

「大きなキケン」となる要素が、自分たちの身近にあることに、こどもたちが気付くような 

声かけをします。 

「大きなキケン」を防止するために、どうしたらよいか考えて、グループで話します。 

 危険な場所や遊具を実際に見せながら、こどもたちと話をすることも

効果的です。 

 

  

例） 『それぞれ、危ないって思うことはあるよね、みんなが同じように「キケン」と思うことはあるかな？』 

 『「大きなキケン」は、この放課後児童クラブの××とも同じだね。（細い廊下を走って、 

 向こうから来た人とぶつかるのは、この放課後児童クラブの○○でもいえるね。）』  

 『実際に危ないことがあった人はいる？どんなことがあったか教えて。』 

 『（啓発したい危険について）○○は、（このような理由で）とても危ないね。 

実際に、放課後児童クラブで、××のような事故が起きたこともあるんだって。』 

 『どうやって遊んだら、事故がおきないかな？』 

 『「大きなキケン」による事故を防ぐために、みんなにできることはあるかな。』 

（第３ラウンド）大きな事故を防ぐにはどうすればよいか、考えてみよう｜5 分 

 事故防止のためのアイデアを自由に、できるだけたくさん考えてもらう 
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STEP5 大きな事故が起きないようにどうすればいいかをこどもたちと一緒に考え、こどもたちと

守ること（ルール）を決めます。 

 「大きなキケン」を防ぐためにできることを、思いついた人・グループに共有してもらい

ます。その中から、「放課後児童クラブみんなで守るルール」を決めます。 

 「～しよう」という行動目標にして、全員で確認します。 

 

こども自身が決めることが大切ですので、そのプロセスを意識した声掛けをしましょう。 

 

 

 

  

例） 『どんなことができそうか、思いついたことをどんどん教えて。』 

 『この遊びのルールをきめよう。』 

『～をして～をしよう。』 

（第４ラウンド）大きな事故を防ぐために、目標を立てよう｜３分 
 
書き出した対応策のうち、「できることは何か」を話し合い、自分たちの行動宣言として発表する 
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► こどもへの働きかけ、話題提起のポイント 

以下は、こどもたちに働きかける中で、意識したいポイントです。 

 

① こどもの意見を否定せず、キケンを発信したことを承認する 

『そんなところに気づくなんて、すごいね！』『それは私たち（放課後児童支援員等）は気づかなかったよ、どう

してそう思ったか教えてくれる？』などの声かけがあります。 

 

② シートを見て、「キケンな場面」そのものだけでなく、キケンな場面の前後で、「この子はどんな気持ちか

な？」と気持ち・感情を尋ねる 

日常に起こりうるけがとして、遊びに夢中になるあまり、危険に気づかなかったり、ケンカの延長で事故につ

ながったりすることへの理解を深めます。 

楽しく遊んでいても、事故があると、楽しく遊べなくなることへの理解を促し、楽しみながら、安全に、遊ぶこ

とを目指す意識を高めます。 

 

③ 中立の立場を保ち、進行する 

こども・大人の意見を、それぞれの目線の違いとして、対等に扱います。「啓発したい危険」に誘導するのでは

なく、こどもたちの「キケン」に対する感じ方を丁寧に拾います。こども主体で活動が進められるよう、はじめ

からヒントを与えすぎないことも大切です。 

 

④ こどもの発言内容を整理する 

こどもが言いたいことが、他のこどもにわかりやすく伝えられていない場合には、ファシリテーターは内容を

整理して言い換える等、こどもの気持ちが伝えあえるように働きかけをします。 

 

⑤ 集団での発言が苦手なこどもに対しては、活動に入ることを目的とするのではなく、 

「キケン」への意識を高めるための働きかけを個別で行う 

個別でシートを一緒に確認する時間を複数回設けたり、具体的な危険箇所を一緒に目視で確認したり、ある

いは「後でこっそりキケンを教えてね」と声をかけるなどが考えられます。 
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► KYT 実施後に行いたいこと 

KYT 活動実施後は、以下のような振り返りを行うとともに、取組を継続することが、こどもの危険回避能力の

向上に効果的です。例えば、放課後児童クラブで行う自己評価の中に、KYT 活動に関する項目を設けるなど、

KYT 活動の成果を測定・確認できる仕組みを取り入れることも有効だと考えられます。 

 

こどもに対して 

 KYT 活動の中で立てた目標（行動宣言）を、こどもが集まる場面で定期的に確認する。 

 こどもが集まる場で、行動宣言を守って行動できた場面を、発表してもらう。 

 施設内に KYT シートを掲示し、日常的に確認できる環境を作る。当日活動に参加できなかったこどもに

も、活動内容を周知する。 

 KYT（共通編）を複数回実施したのち、KYT（発展編）（p.１3）を実施する。 

 

保護者に対して 

 KYT 活動で実施した内容（こどもが取り上げたキケンや、行動宣言等）を、保護者に共有し、家庭で話題

にしてもらう（おたより・通信、お迎えの際の口頭連絡、保護者会等）。 

 家庭・日常の生活の中でも、KYT で発見したキケンを防ぐための行動を、保護者と一緒に確認してもら

う。 
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放課後児童クラブの活動に、どんなキケンがひそんでる？ 
アクティビティ① 危険を予測し、対話するための KYT（発展編） 

► はじめに 

このファシリテーション・ガイドは活動を進めるための参考資料ですので、全てをこの通りに進める必要はあり

ません。各放課後児童クラブのこどもや施設の実態に合わせて、楽しみやすい方法で取り組んでください。 

「発展編」では、「共通編」で使用した KYT シートを、こども・放課後児童支援員等自身が作成し、オリジナルの

KYT シートを使って KYT 活動を行います。「共通編」と比較して、より身近でリアルなキケンを発見することに重

点を置いた活動です。そのため、「発展編」は、「共通編」実施後に取り組むことをおすすめします。 

 

《活動の中で大切にすること》 

 「共通編」と同様に、こどもの目線で「危険だ」と感じたもの（「キケン」）を尊重して、進めてください。 

 日常の遊びや生活の中にあるキケンは、大人から見れば「危ないからやめてほしい」行動でも、こどもにと

っては「楽しくてワクワクする遊び」である場合があります。こどもにとっての楽しさを踏まえたうえで、

「どうすれば事故なく楽しく遊べるか」を、シート作成を通じてこどもと一緒に考え、対話してみましょう。 

 

► 実施準備 

〈準備物〉 

①画用紙・紙 

②ペン・色鉛筆等 

 

〈確認事項〉 

①活動時間の確保 

「共通編」の活動時間（１５～２０分程度）に加え、KYT シートの作成時間を確保します。日々の生活の中で、自由遊

びの選択肢の一つとして、KYT シート作成ができると望ましいと考えています。 
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► 実施方法 

 

  

STEP1 KYT 活動で取り上げる場面を決める 

 

①施設内のキケンな場所を探す 

こどもと放課後児童支援員等が、放課後児童クラブの施設内や日頃の活動の中で、危ないと感じる場所を一緒

に探します。 

「多くのキケンを見つけたチームが勝ち」等、チーム対抗のゲーム形式にすると、楽しみなが

ら取り組むことができるでしょう。 

また、放課後児童支援員等は、日誌等に記録されたヒヤリハット（ヒヤッとしたこと・ハッと

したこと）（※）事例から、キケンが予測される箇所を事前にピックアップし、活動の中で取り

上げることも効果的です。 

（※ヒヤリハットとは、危ないことが起こったけれど、幸い大きな事故には至らなかった事象のことです。） 

 

②発見したキケンを記録する 

〇イラストを用いる場合 

こどもと放課後児童支援員等が一緒に、放課後児童クラブで起こりうる、キケンな状況を示すイラストを描きます。

日々の遊びや生活の中で、ヒヤリハットを感じた場面や、キット A のイラスト等を参考にします。 

 

〇写真を用いる場合 

こどもと放課後児童支援員等が共に、キケンな状態になっている場所（遊具や教室内等）の写真を撮ります。 

イラストや写真等を用いて、KYT 活動で取り上げる場面を決めたこども・放課後児童支援員等は、その後の KYT

活動で、ファシリテーターの役割を一部担います。 

 

キケン項目は１枚のシートにたくさん入れすぎず、シート 1 枚あたり 5 項目程度を目安とします。 

シートを楽しく作るために、そのテーマの楽しい様子を考えて描いていくことも意識しましょう。 

 

 

STEP2 取り上げた場面に関連する「キケンストーリー」を考える 

描いたイラストや、写真の中で、「もし○○だと、××になる」「○○が起きたら、～をしたらよい」等、事故につなが

る要因と、対応策を事前に考えておきます。 

 

STEP3 KYT 活動を実施する 

KYT シートを作成したこども・放課後児童支援員等がメインのファシリテーターの役割の一部を担い、「共通編」と

同様の流れで、KYT 活動を実施します。  

KYT シートの作成～○○放課後児童クラブの中に潜むキケンを探してみよう～ 
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みんなが出会ったキケンを共有しよう 
アクティビティ② みんなで発見、みんなでつくる 
「●●放課後児童クラブ 安全マップ」 

► はじめに 

キケン（危険）を記録し、共有するためのアプローチの一例として、「安全マップ」の作成・活用方法を紹介します。「安

全マップ」は、「実際にけがをした場所」や「ヒヤリとした場所」というこども自身の経験を、マッピング化する取組です。 

こどもと放課後児童支援員等が、日々安全マップを見て、事故が生じやすい場所を確認することは、それぞれの

危険予知能力の向上につながると考えます。また、ヒヤリハットや事故・けがが生じた場面についての対話は、実

際に危険な出来事が生じたとき、どのように対応すればよいかという、事故対応能力にもつなげられると考えて

います。 

このファシリテーション・ガイドは活動を進めるための参考資料ですので、全てをこの通りに進める必要はあり

ません。各クラブのこどもたちや施設の実態に合わせて、こどもが取り組みやすい方法で進めてください。 

 

► 活動の中で大切にすること 

「安全マップ」は、自分が「危ない、ヒヤっとした場所」や「危ない、ヒヤっとした場面を見た」というこども自身の

経験を、マッピング化する取組です。活動を通して、こどもが身の回りにある危険を「自分ごと」として認識し、危な

いと感じたときに意見を表明できるようになることを目指しています。 

貼られたシールの場所について、実際の危険の有無を評価するものではありません。綺麗なマップを完成させ

るよりも、マップを作成・更新する過程で、こども同士が互いの経験に関心を持ち、「自分ごと」として危険を認識

することや、意見を表明するきっかけになることを重視しています。また、こどもと放課後児童支援員等に、キケン

な場所等について、新たな気づきがあることを目的としています。 

危なかったことやヒヤッとしたこと等は、思い出すことを嫌がるこどももいます。無理に言わなくてもよいこと

や、周りから言われることがないように注意して活動しましょう。 

安全マップの作成は、放課後児童クラブの活動の一つとして単発で実施することも可能ですが、中長期的な活

動として、数か月単位で一つのマップを作り上げていくこともおすすめです。継続的に取り組むことで、こどもた

ちと危険回避能力を高める活動を日常化することにつながります。 

 

► 実施準備 

〈準備物〉 

① イメージマップ（キット A） 

② 放課後児童クラブの施設内外（校庭含む）の白地図・イラスト・写真等 

③ 様々な色・形のシール（書き込み可能な付箋等も可）  
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► 実施方法 

STEP1 安全マップについて知ろう 

全員が集まる場で、こどもに安全マップの説明をします。 

落ち着いて取り組める環境を整えたうえで、活動目的とグランドルールを最初に全体で共有します。 

 

グランドルールの設定について 

グランドルールとは、安全マップの活動に安心して参加するために、全員が守るべきルールです。 

こどもが安心して参加しやすくなります。こどもたちに合わせて設定しましょう。 

（こどもたちと一緒に決めるのも一つの方法です。） 

 

 シールを貼るときのルールを共有します。シールの色や形で、学年やヒヤリハットの内容を分けられるよ

うにします。 

 在籍人数が多い放課後児童クラブでは、学年別（高学年／低学年など）にマップを分けて作成してもよい

でしょう。 

 放課後児童支援員等も、ヒヤリハットやけがをした場所にシールを貼ることで、こどもたちが安心し、参加

しやすくなる場合もあります。 

 

施設内外の白地図・イラスト・写真等と、完成したマップを両方こどもたちに見せながら、作業手順を

説明します。 

 

シールのルールは、こどもたちから募ってもよいです。ルールが決まったら、マップと共に掲示します。 

はじめはシンプルなルールとし、活動に慣れたらシールの種類を増やすといった工夫を加えていく

のもよいでしょう。 

 

例） ・シールを貼った人を責めない。 

・ルールを守ってシールを貼る。 

・危ないことをした人を知っていても、みんなの前で責めない。 

例）赤色シール：けがをした 〇シール：低学年がけがをした 

青色シール：けがはしていないが、ヒヤリとした ■シール：高学年がけがをした 

黄色シール：他人がけがをしているのを見た 怒り顔シール：放課後児童支援員等に注意された 

小さなシール：小さなけがをした 

大きなシール：大きなけがをした 
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STEP2 安全マップを作ってみよう 

室内のわかりやすい場所に安全マップを掲示して、こどもたちが好きな時間にシールを貼れるようにします。 

シールを貼りにきたこどもには、可能であれば放課後児童支援員等がヒヤリハットの体験を聞きます。事故が起

きそうになったとき、周囲の大人に知らせたり、助けを求められたりした場合には、積極的に承認します。 

さらに、安全マップにこどもたちが色を塗ったり、絵を描いたりして、マップ自体に愛着を持てるよう工夫する

ことも有効です。 

 

安全マップにシールが集まらない場合には、以下のような取組も有効と考えられます。 

 危険を考える前に、安全な場所を考えてみる 

（『どこが安全かな？』と声かけすることで、思考のハードルを下げら

れます。） 

 高学年に積極的に貼ってもらうよう声かけをする 

（高学年の姿を見て、低学年が一緒に取り組めるよう促します。） 

 放課後児童支援員等が一緒に現場を見ながらキケンについて話す 

 危ない場面が生じたときには、「安全マップに貼っておこう」と放課後

児童支援員等から声かけをする 

 

安全マップは常にこどもたちが見やすい場所に掲示し、日常的に目にすることができる環境を整えることが大

切です。 

マップの作成過程で、必ずしもシールが貼られた都度、振り返りの時間を設ける必要はありません。こどもたち

が日常的にマップを眺める中で、自ら危険に気づき、学んでいくだけでも、危険回避能力の向上に効果的だと考

えています。 

安全マップは一度作って終わりにするものではなく、日々更新するものです。そのため、「完成形」はありません

が、季節の変化や学期の区切り、放課後児童クラブに通うこどもが変わるタイミング等で、新たにマップを作り直

したり、みんなで見直したりする機会を設けることも有効です。 

 

＜新たにマップを作り直す場合＞ 

季節や学期ごとに新しいマップを作成し、これまでのマップとシールが貼られた場所や数を比較することで、時

期によるけがの起こりやすさや、危険箇所の違いを把握しやすくなります。 

 

＜定期的に見直す機会を設ける場合＞ 

帰りの会やおやつの時間等に、定期的にみんなで安全マップを眺める時間を設けることも効果的です。 

例えば、ある放課後児童クラブでは、帰りの会の中で、「こんなことが危なかった」と意見を出し合う時間を設け

例） 『大きなけがにはならなかったけど、「危ない！」と「ヒヤッ」としたり、「ハッ」とした場所はある？』 

『遠慮しないで貼ってね』 

『どんな風にけがしちゃった？』 
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ています。そのような機会に安全マップを活用することで、こどもたちの気づきを引き出しやすくなるでしょう。 

 

振り返りの際には、シールを貼った場所について、どのような出来事があったのか等を具体的に記載した付箋

を追加していく方法も効果的です。但し、けがをした経験をあまり知られたくないこどももいるため、シールは

無記名でも良い、詳細を書かなくてもよいことを伝えましょう。 

 

シールが貼られた場所に気づいたら、みんなで実際にその場所を確認しに行きます。その場所で遊ぶ際のルー

ルや、大きな事故につながらないための工夫や対応策について話し合うことも大切です。 

 

放課後児童支援員等は、安全マップにシールが貼られていることに気づいた際には、その場所を点検したり、こ

どもたちの話を丁寧に聞いたりするようにしましょう。 

なお、シールの内容について、より詳しい内容をその都度把握したい場合には、安全マップの横に目安箱のよう

なものを設置し、シールの内容について匿名で記入・投函してもらう方法もあります。 

 

 

マップ内のシールが増えた場所で「気を付けること」をこどもと一緒に考える等、 

日々の放課後児童クラブ運営につなげるためのアイデアを提案できると望ましいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例） 『この場所、シールが３つも集まったから、みんなで対策会議を開こう！』 

『最近、○○の場所にシールが増えてるね、どんなことがあったか、みんなに教えてくれる？』 
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